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ヘッドアップディスプレイ – 技術概要 -

ヘッドアップディスプレイ（Head-Up Display：HUD）は、人間の視野内に実際の背景と重ねて情報を表示するものである。この技術は元々戦闘機用に開
発されたものであるが、近年は乗用車への搭載や医療分野への応用等、様々な分野へ展開されている。
乗用車を例に挙げると、図4-3-1-1に示すように情報をHUDユニット内の液晶パネル等に表示し、それをミラーに反射させて、虚像としてフロントウィンド

ウに映し出すというのが基本原理である。表示される情報には、速度、警告、ナビ情報等がある。
また、投影の対象（場所）がフロントウィンドウではなく、ダッシュボードの上部や天井部分（サンバイザー部）にコンバイナーと呼ばれる透明な板状部品

を配置して投影する例もある。

技術説明

出所：日本精機株式会社HP
https://www.nippon-
seiki.co.jp/products/meter_products/struc
ture_and_principle/
（アクセス：2020年9月23日）

図4-3-1-1 HUDの基本原理

HUDには以下の利点がある。

①視線移動量の低減
ドライバーからは虚像（HUD映像）が、フロントウィンドウの数メートル先に映し出されているように見えるため、従来のインパネ内にあるメーター
を確認する場合と比べて視線移動量が大きく低減される。通常の運転動作における前方の車両、路面等を視野内に入れた状態で情報を確認
できるので、顔の移動によるドライバーの負担が減り、安全運転の向上につながる。

②焦点距離調整の軽減
ドライバーは前方の車両や路面からインパネ内のメーターに視線を移す場合（逆の場合も同様）、顔の移動と同時に焦点距離の調整も行って
いる。この焦点距離の調整は視線を移す度に行われるので、目の疲れの原因となる。また、焦点距離が合うまでの時間が高速道路の走行時
等、状況によっては危険を招く恐れがある。HUDは焦点距離の調整も大幅に軽減されるので、運転時の危険回避に寄与することができる。
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ヘッドアップディスプレイ – 技術概要 -

【特許調査条件】

・対象国・地域（出願先）：
日本、米国、欧州（独国、仏国除く）、中国、韓国、台湾、独国、仏国、露国、ASSEAN の計10か国（地域）

・出願年（優先権主張年）： 2006年～2018年
・使用DB： Derwent Innovation（クラリベイト・アナリティクス社が提供）
・検索日： 2020年10月8日

技術区分

技術区分番号 大分類 小分類

5-1 運転者(操縦者)の情報取得

5-2 乗り物自体の情報取得

5-3 乗り物内部環境の情報取得

5-4 道路情報取得

5-5 歩行者情報取得

5-6 他車両情報取得

5-7 外景情報取得

5-8 乗り物内部の情報を取得するカメラ

5-9 乗り物外部の情報を取得するカメラ

5-10 ライダー

5-11 レーダー

5-12 GPS(GNSS)

5-13 傾きセンサー

5-14 温度・湿度センサー

5-15 傾きセンサー

6-1 投影装置がレーザ走査型

6-2 投影装置が液晶表示型

6-3 投影装置が有機ＥＬ

6-4 投影装置がＬＥＤディスプレイ

6-5 投影装置がマイクロミラーアレイ

6-6 投影面が積層構造

6-7
投影面に光学フィルム
を貼り付けるもの

6-8 ホログラム素子を使用

情報取得の特徴

構成要素の特徴

技術区分番号 大分類 小分類

1-1 輝度向上

1-2 コントラスト比向上

1-3 太陽光による迷光抑制

1-4 太陽光以外の迷光抑制

1-5 二重像対策

2-1 太陽光に対する耐熱・耐光

2-2
乗り物の内外環境に
対する耐熱・耐寒

2-3 ディスプレイが発する熱への対策

2-4 乗り物の振動に対する対策

3-1 光学系による像歪み補正

3-2 画像データによる像歪み補正

3-3 像の提示位置の調整

3-4 像の距離の調整

3-5 像の傾斜の調整

3-6
視認者の瞳の位置に合わせた
アイボックスの位置調整

3-7
乗り物の振動・姿勢変化に
対する像補正

4

視認性向上

像の補正・調整

耐久性・熱・
振動対策

立体視の技術を利用するもの
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ヘッドアップディスプレイ – 技術概要 -
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ヘッドアップディスプレイ – 技術概要 -
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ヘッドアップディスプレイ – 技術概要 -
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ヘッドアップディスプレイ – 市場環境 -

市場規模

ヘッドアップディスプレイの市場規模

図4-3-2-1及び図4-3-2-2にヘッドアップディスプレイ（HUD）の世界市場規模を示す。

・世界全体の販売数量は、2019年の見込が約680万台、2030年においては約2,130万台と予測
され、2019年から2030年にかけての増加率は約３倍である。

・国・地域別では、ＥＵの市場規模が大きく、2019年の見込で約420万台である。次いで北米、中
国、日本と続く。

・日本、北米、ＥＵともに2019年から2030年の増加率は約３倍であるが、中国は約５倍であり、今
後大きな伸びが予測されている。

出所：(株)富士キメラ総研「車載電装デバイス＆コンポーネンツ総調査2020（上巻：システム
/デバイス編）」を基に作成（図4-3-2-1及び図4-3-2-2）

・また、販売金額で見た世界全体の市場は、2019年の見込が約1,670億円、2030年の予測が約
3,900億円であり、この間の増加率は2.3倍程度である。

・最大の市場であるＥＵの市場規模は、2019年の見込みで約1,000億円であり、世界全体の市場
の約６割を占める。

・2019年から2030年にかけての増加率は、販売数量と同様に中国が一番高く、約3.6倍である。
日本、北米及びＥＵは、世界全体の増加率と同程度である。
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ヘッドアップディスプレイ – 政策動向 -

国内の政策動向

表4-3-3-1に、日本におけるヘッドアップディスプレイに関する助成事業を示す。

・文部科学省及び日本学術振興会(JSPS)が管轄する「科学研究費助成事業」において、過去５年間にヘッドアップディスプレイに関する４つ
の研究テーマに対して助成が行われており、うち２テーマは現在も実施中である。
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ヘッドアップディスプレイ – 市場環境・政策動向 -

海外の政策動向

表4-3-3-2に、海外におけるヘッドアップディスプレイに関する主な助成事業を示す。

・米国では、運輸省傘下の連邦航空局（FAA）が、「A.f Flight deck/Maintenance/System Integration Human Factors」プログラムにおいて
、ヘッドアップディスプレイ関連技術を含む研究開発を年間700万ドル以上の規模で行っている。また、国立科学財団（NSF）が、２つの大学
に対してヘッドアップディスプレイ関連技術の研究開発を助成している。

・欧州では、EUが実施しているHorizon2020フレームワークにおいて、「COMMERCIALIZING THE FIRST HEAD-UP-DISPLAY FOR OFF-HIGHWAY 
VEHICLES」など6テーマが行われている。

・独国では、独国研究振興協会（DFG）の助成により、「SOCIALCARS－COOPERATIVE(DE－)CENTRLIZED TRAFFIC MANAGEMENT」
（ソーシャルカー－ 協調的・（非）集中型交通マネージメント）のプロジェクトが実施されている。
その中でヘッドアップディスプレイのインターフェース設計がヒトの認知負荷に及ぼす影響についての研究が行われている。

・仏国では、国立技術研究所（IRT）の一つであるSystemXがプロジェクト「Localization Augmented Reality (LRA)」を実施し、自動車・鉄
道分野における情報処理及び視覚化のための技術開発を行った。特に、ヘッドアップディスプレイ等の拡張現実技術を用いた運転者と車両
の新しいマンマシンインターフェースに関する研究が行われた。

・中国、韓国については有効な情報は見いだせなかった。

１ 米国運輸省 連邦宇宙局HP
https://www.transportation.gov/sites/dot.gov/files/2020-02/
FY%202021%20FAA%20President%27s%20Budget.pdf 
(アクセス：2020年11月13日)
２ 連邦政府「研究費と結果」検索サイト
https://www.research.gov/research-portal/appmanager/
base/desktop?_nfpb=true&_eventName=viewQuickSearchForm
Event_so_rsr (アクセス：2020年11月16日)
３ EU Open Data PortalのHP
https://data.europa.eu/euodp/en/data/dataset/
cordisH2020projects (アクセス：2020年11月16日)
４ DFG「研究テーマGRK1943」
https://www.dfg.de/gefoerderte_projekte/programme_und_projekt
e/listen/projektdetails/index.jsp?id=227198829&sort=nr_asc&prg
=GRK&region=&wb=&prgvar= (アクセス：2020年11月16日)
５ IRT SystemX「LRAプロジェクト」

https://www.irt-systemx.fr/en/projets/lra/
(アクセス：2020年11月16日)
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ヘッドアップディスプレイ – 市場環境・政策動向 -

標準化動向

①IEC（国際電気標準会議）におけるデジュール標準化の動向

・IEC/TC 110電子ディスプレイ：電子ディスプレイ及び特定の関連コンポーネントの分野における、用語と定義、文字記号、基本的な評価と

特性、測定方法、品質保証と関連するテスト方法の仕様、及び信頼性の標準化を行う。

・IEC/TC 110における以前のHUDプロジェクトであるPWI 110-29 ED1 3D HUDが現在は正式な業務項目として承認され、IEC 62629-62-11

ED1 [3D Display Devices-Part 62-11:Measurement methods for transparent virtual-image type–Optical] として、基本的な光学特性に

関する標準化が進行中である。

・以下のPWIも2020年10月に登録され、表示画質に関して議論中である。

PWI 110-55 ED1 [Measurement methods for transparent virtual-image type-Image quality]

・ISO/TC 22/SC 35 [Road vehicles-Lighting and visibility] では、自動車用途向けのHUDの標準化が進行中である。ISO/TS 21957 [Road

vehicles—Visibility—Specifications and test procedures for Head-up displays (HUD)]

・IEC/TC 110は、ISO/TC 22/SC 35とLiaisonを締結し、対応中である。

②業界団体/学術団体における標準化の動向

・SAE（米国自動車技術者協会）は、ISO/TC 22、TC 204と標準開発パートナーシップを締結した。

・2018年11月6日に、SAE J1757-2_201811 [Standard - Optical System HUD for Automotive]を発行した。SAE J1757-2は、SAE傘下の

Vehicular Flat Panel Display Standards Committeeにて作成した。

・SAEはNHTSA（国家幹線道路交通安全局）とも密接に連携している。NHTSAは、HUDにおける運転者への有効かつ安全な（迷光の防止

等）情報提供について注目している。

・独国では、DFF（Deutsches Flachdisplay Forum）にて、Automotive display platformの審議がされている。

・独国自動車工業会においても、HUDの標準化の議論がされている。

・ディスプレイ計測の国際委員会では、次のVersion 2でAutomotive関連も盛り込まれる予定であり、議論が進められている。
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ヘッドアップディスプレイ - 特許動向 -

出願先国（地域）別の特許出願件数推移・比率出願人国籍（地域）別の特許出願件数推移・比率（出願先：各国（地域））

・出願人国籍・地域別の特許出願件数は年を追うごとに右肩上がりで推移している。日本国籍の出願人による出願が半数程度を占める。

・出願先国の比率は日本が27.5%、米国が26％程度を占めて1位と2位であり、この２か国で半分以上を占める。
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

・出願が多い国・地域は、日本、米国、欧州（独国、仏国含
む）である。

・日本は自国の他、米国、中国、欧州への出願が多い。

・米国は自国の他、欧州への出願が多い。

・欧州は欧州国内の他、米国への出願が多い。
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190件

964件

836件

538件

136件

198件

344件

75件

4件

9件

16件

優先権主張
2006年-2018年

台露ASEANへの
出願
389件

116件

61件

66件

18件
0件

14件

106件 17件

86件 1件

主要国（地域）間の特許出願件数収支
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

・日本精機(株)、(株)デンソー、セイコーエプソン(株)など、日本
企業が上位10者中の８者を占め、直近でも増加傾向にある。

・海外企業では、サン－ゴバングラスフランス（仏国）とロー
ベルトボッシュ（独国）の２者のみが上位10者に入っている。

特許出願上位10者の特許出願件数

特許出願上位10者の年代別出願件数一覧（PCT出願除く）

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1 日本精機株式会社 237 1 日本精機株式会社 622 1 日本精機株式会社 918

1 株式会社デンソー 237 2 株式会社デンソー 484 2 株式会社デンソー 774

3
セイコーエプソン株式会

社
213 3 株式会社リコー 415 3

セイコーエプソン株式会

社
550

4
サン−ゴバングラスフラ

ンス（仏国）
141 4 パナソニック株式会社 383 4 パナソニック株式会社 480

5

ジーエム・グローバル・

テクノロジー・オペレー

ションズ（米国）

137 5 矢崎総業株式会社 297 5 株式会社リコー 474

6 矢崎総業株式会社 132 6
セイコーエプソン株式会

社
294 6 矢崎総業株式会社 457

7
ローベルトボツシユ（独

国）
127 7

ヴァレオコンフォートア

ンドドライビングアシス

タンス（仏国）

222 7
サン−ゴバングラスフラ

ンス（仏国）
304

8 パイオニア株式会社 98 8 トヨタ自動車株式会社 200 8 トヨタ自動車株式会社 301

9
株式会社ＪＶＣケンウッ

ド
95 9 富士フイルム株式会社 199 9

ローベルトボツシユ（独

国）
283

10 マジックリープ（米国） 86 10
株式会社ＪＶＣケンウッ

ド
178 10

株式会社ＪＶＣケンウッ

ド
273

10 グーグル（米国） 86

10
ビ−エイイ−システムズ

（イギリス）
86

出願年：2009年-2013年 出願年：2014年-2018年 出願年：2006年-2018年
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

出願人別出願ランキング（出願先国・地域別）

・日本、独国、仏国、韓国では、自国籍の出願人が大勢を占めている。

・米国、中国では、日本国籍の出願人が目立つ。

・欧州（独国、仏国除く）、台湾では、自国籍・地域の出願人とともに日本国籍の出願人による出願件数も多い。

特許出願上位10者の特許出願件数（出願先国・地域別）

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1 日本精機株式会社 655 1
オスターハウトグループ

（米国）
242 1 株式会社リコー 103

2 株式会社デンソー 399 2 株式会社デンソー 157 2 日本精機株式会社 95

3 株式会社リコー 230 3 パナソニック株式会社 155 2
ビ−エイイ−システムズ（イ

ギリス）
95

4 セイコーエプソン株式会社 210 4 セイコーエプソン株式会社 150 4

ヴァレオコンフォートアン

ドドライビングアシスタン

ス（仏国）

70

5 パナソニック株式会社 208 5 株式会社リコー 107 5
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
63

6 矢崎総業株式会社 196 6 日本精機株式会社 103 6 パナソニック株式会社 52

7 パイオニア株式会社 168 7 矢崎総業株式会社 101 7 セイコーエプソン株式会社 35

8 株式会社ＪＶＣケンウッド 162 8
ロックウェル・コリンズ

（米国）
76 8 三星電子株式会社（韓国） 32

9 トヨタ自動車株式会社 136 9 トヨタ自動車株式会社 74 8 タレス（仏国） 32

10
アルプスアルパイン株式会

社
109 10 本田技研工業株式会社 70 10

ローベルトボツシユ（独

国）
31

10

ジーエム・グローバル・テ

クノロジー・オペレーショ

ンズ（米国）

70 10
エルジーエレクトロニクス

（韓国）
31

10 グーグル（米国） 70

出願先：日本 出願先：米国 出願先：欧州（独国、仏国除く）

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1
ローベルトボツシユ（独

国）
155 1

ヴァレオコンフォートアン

ドドライビングアシスタン

ス（仏国）

107

2
バイエリッシェモトーレン

ヴェルケ（独国）
115 2 タレス（仏国） 58

3 株式会社デンソー 101 3 グループＰＳＡ（仏国） 44

4 アウディ（独国） 87 4
ローベルトボツシユ（独

国）
31

5 矢崎総業株式会社 79 5
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
28

6 ダイムラー（独国） 70 6
バレオ・エチユード・エレ

クトロニク（仏国）
17

7

ジーエム・グローバル・テ

クノロジー・オペレーショ

ンズ（米国）

68 7
エアバスオペレイションズ

（仏国）
12

8
フオルクスワーゲン（独

国）
61 8

原子力・代替エネルギー庁

（仏国）
11

9

ヴァレオ・シャルター・ウ

ント・ゼンゾーレン（独

国）

59 9

ジョンソンコントロールズ

オートモーティブエレクト

ロニクス（仏国）

10

10
コンチネンタルオートモー

ティヴ（独国）
58 10 ヴァレオビジョン（仏国） 9

出願先：仏国出願先：独国
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

特許出願上位10者の特許出願件数（出願先国・地域別）

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1 セイコーエプソン株式会社 94 1 現代自動車（韓国） 92 1 セイコーエプソン株式会社 27

2
京东方科技集团股份有限公

司（BOE）（中国）
62 2

エルジーエレクトロニクス

（韓国）
89 2 積水化学工業株式会社 20

3 矢崎総業株式会社 60 3 HYUNDAI AUTRON（韓国） 71 3
財團法人工業技術研究院

（台湾）
11

3 株式会社デンソー 60 4
ヒュンダイ・モービス（韓

国）
55 4

上海蔚兰动力科技有限公司

（XPT）（中国）
10

5
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
59 5 株式会社デンソー 49 5

シーリアルテクノロジーズ

（ルクセンブルク）
7

6

ジーエム・グローバル・テ

クノロジー・オペレーショ

ンズ（米国）

58 6 三星電子株式会社（韓国） 48 5
怡利電子工業股份有限公司

（E-LEAD）（台湾）
7

7 富士フイルム株式会社 52 7
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
41 7

財團法人車輛研究測試中心

（台湾）
6

8 マクセル株式会社 48 8 セイコーエプソン株式会社 27 8 日東電工株式会社 5

9 日本精機株式会社 47 9 ネクシス（韓国） 23 8
オステンド・テクノロジー

ズ（米国）
5

10 トヨタ自動車株式会社 45 10
エルジーイノテック（韓

国）
21 8

友达光电股份有限公司

（AUO）（台湾）
5

8
至辰光電科技股份有限公司

（台湾）
5

8
中強光電股份有限公司

（CORETRONIC）（台湾）
5

8
光宝电子(广州)有限公司

（LITE-ON）（中国）
5

出願先：台湾出願先：中国 出願先：韓国

順

位
出願人

出願

件数

1
フォードグローバルテクノ

ロジーズ（米国）
16

2
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
11

3 セイコーエプソン株式会社 7

3 日産自動車株式会社 7

5
ユニバーサルシティスタジ

オズ（米国）
3

6 積水化学工業株式会社 2

6
ドルビーラボラトリーズラ

イセンシング（米国）
2

6 マジックリープ（米国） 2

6
インオプテックリミテッド

（独国）
2

10 株式会社リコー 1

出願先：露国

順

位
出願人

出願

件数

1
サン−ゴバングラスフラン

ス（仏国）
21

2 日産自動車株式会社 11

3
ユニバーサルシティスタジ

オズ（米国）
6

3
日鉄ソリューションズ株式

会社
6

5 タレス（仏国） 3

5 積水化学工業株式会社 3

7 株式会社リコー 2

7 SITA（アイルランド） 2

9 ノキア（フィンランド） 1

9
ヴォルテクスオプティクス

（米国）
1

9
オーリムオプティクス（イ

スラエル）
1

9 クゥアルコム（米国） 1

9

ADVANCED MATERIAL

ENGINEERING（シンガポー

ル）

1

出願先：ＡＳＥＡＮ
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

技術区分別出願件数（小分類別）

・技術区分の小分類別では、「構成要素の特徴 投影装置が液晶表示型（6-2）」が一番多く、7,674件である。
次いで、「情報取得の特徴 運転者（操縦者）の情報取得（5-1）」が5,505件、「視認性向上 輝度向上（1-1）」が3,660件と続く。

3,660

2,235

116

173

1,236

243

63

810

836

147

55

2,037

364

584

18

59

420

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

出願件数

技
術
区
分

――――――――――――――――――――――――――――
輝度向上(1-1)

コントラスト比向上(1-2)

太陽光による迷光抑制(1-3)

太陽光以外の迷光抑制(1-4)

二重像対策(1-5)
――――――――――――――――――――――――――――

太陽光に対する耐熱・耐光(2-1)

乗り物の内外環境に対する耐熱・耐寒(2-2)

ディスプレイが発する熱への対策(2-3)

乗り物の振動に対する対策(2-4)
――――――――――――――――――――――――――――

光学系による像歪み補正(3-1)

画像データによる像歪み補正(3-2)

像の提示位置の調整(3-3)

像の距離の調整(3-4)

視認者の瞳の位置に合わせた
アイボックスの位置調整(3-5)

アイボックスの拡張(3-6)

乗り物の振動・姿勢変化に対する像補正(3-7)
――――――――――――――――――――――――――――
立体視の技術を利用するもの (4)
――――――――――――――――――――――――――――

視認性向上

像の補正・

調整

耐久性・

熱・振動

対策

大分類 小分類

5,505

2,306

1,677

2,064

897

1,009

686

487

1,308

1,519

2,142

2,413

487

563

471

2,449

7,674

1,870

229

618

1,222

1,593

1,655

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

出願件数

技
術
区
分

――――――――――――――――――――――――――――
運転者(操縦者)の情報取得(5-1)

乗り物自体の情報取得(5-2)

乗り物内部環境の情報取得(5-3)

道路情報取得(5-4)

歩行者情報取得(5-5)

他車両情報取得(5-6)

外景情報取得(5-7)

乗り物内部の情報を取得するカメラ(5-8)

乗り物外部の情報を取得するカメラ(5-9)

ライダー(5-10)

レーダー(5-11)

GPS(GNSS)(5-12)

傾きセンサー(5-13)

温度・湿度センサー(5-14)

照度センサー(5-15)
――――――――――――――――――――――――――――

投影装置がレーザ走査型(6-1)

投影装置が液晶表示型(6-2)

投影装置が有機EL(6-3)

投影装置がLEDディスプレイ(6-4)

投影装置がマイクロミラーアレイ(6-5)

投影面が積層構造(6-6)

投影面に光学フィルムを貼り付けるもの(6-7)

ホログラム素子を使用(6-8)
――――――――――――――――――――――――――――――――

情報取得

の特徴

構成要素の

特徴

大分類 小分類

技術区分別出願件数
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

技術区分別－出願人国籍・地域別の特許出願件数

・どの国・地域においても、「構成要素の特徴 投影装置が液晶表示型（6-2）」、「情報取得の特徴 運転者（操縦者）の情報取
得（5-1）」の出願が目立つ。

2,017 708 78 190 232 150 192 77 6 10

895 747 97 191 193 54 24 26 8

94 3 7 9 3

98 36 9 9 15 5 1

655 174 46 79 193 50 23 15 1

128 7 1 11 91 4 1

61 2

524 143 6 28 69 8 30 2

436 150 6 42 34 14 135 18 1

95 26 7 6 4 5 4

12 25 16 2

1,400 181 40 101 86 54 138 26 3 8

306 7 5 9 7 27 3

299 87 31 72 10 12 59 11 3

10 4 4

46 2 1 7 3

201 81 20 35 15 13 47 8

出願人国籍（地域）

優先権主張

2006年-2018年

そ
の
他

A
S
E
A
N

露
国
籍

台
湾
籍

韓
国
籍

中
国
籍

仏
国
籍

独
国
籍

欧
州
国
籍
（
独
仏
除
く
）

米
国
籍

日
本
国
籍

技
術
区
分

―――――――――――――――――――――――――――――――

輝度向上(1-1)

コントラスト比向上(1-2)

太陽光による迷光抑制(1-3)

太陽光以外の迷光抑制(1-4)

二重像対策(1-5)

―――――――――――――――――――――――――――
太陽光に対する耐熱・耐光(2-1)

乗り物の内外環境に対する耐熱・耐寒(2-2)

ディスプレイが発する熱への対策(2-3)

乗り物の振動に対する対策(2-4)

―――――――――――――――――――――――――――

光学系による像歪み補正(3-1)

画像データによる像歪み補正(3-2)

像の提示位置の調整(3-3)

像の距離の調整(3-4)

視認者の瞳の位置に合わせたアイボックスの位置調整(3-5)

アイボックスの拡張(3-6)

乗り物の振動・姿勢変化に対する像補正(3-7)

―――――――――――――――――――――――――――
立体視の技術を利用するもの (4)

―――――――――――――――――――――――――――

視認性向上

耐久性・熱・振

動対策

像の補正・調整

大分類 小分類

技術区分別－出願人国籍・地域別の特許出願件数

2,488 990 157 659 406 169 530 71 7 28

1,211 434 34 244 45 45 267 22 4

852 313 38 147 44 34 245 1 3

927 484 56 181 49 52 275 29 11

441 218 10 34 29 10 153 2

623 130 6 91 58 11 85 5

378 80 30 69 16 10 103

209 93 10 65 17 5 87 1

556 317 41 178 43 10 149 6 8

664 425 53 128 33 14 200 2

915 605 50 218 69 28 227 12 3 15

1,152 617 74 118 56 41 278 52 7 5 13

304 26 2 11 4 140

310 113 5 23 14 90 8

370 4 11 86

1,593
477 59 76 191 16 29 6 2

4,461 1,379 256 409 318 208 419 161 4 1 58

920 482 87 87 20 27 200 30 17

43 98 10 22 6 7 37 6

383 106 13 51 9 21 27 6 1 1

389 403 45 58 289 26 6 5 1

613 412 40 112 232 78 48 48 6 4

712 429 162 161 44 42 88 7 3 7

出願人国籍（地域）

優先権主張

2006年-2018年

そ
の
他

A
S
E
A
N

露
国
籍

台
湾
籍

韓
国
籍

中
国
籍

仏
国
籍

独
国
籍

欧
州
国
籍
（
独
仏
除
く
）

米
国
籍

日
本
国
籍

技
術
区
分

―――――――――――――――――――――――――――――――

運転者(操縦者)の情報取得(5-1)

乗り物自体の情報取得(5-2)

乗り物内部環境の情報取得(5-3)

道路情報取得(5-4)

歩行者情報取得(5-5)

他車両情報取得(5-6)

外景情報取得(5-7)

乗り物内部の情報を取得するカメラ(5-8)

乗り物外部の情報を取得するカメラ(5-9)

ライダー(5-10)

レーダー(5-11)

GPS(GNSS)(5-12)

傾きセンサー(5-13)

温度・湿度センサー(5-14)

照度センサー(5-15)

―――――――――――――――――――――――――――――――
投影装置がレーザ走査型(6-1)

投影装置が液晶表示型(6-2)

投影装置が有機EL(6-3)

投影装置がLEDディスプレイ(6-4)

投影装置がマイクロミラーアレイ(6-5)

投影面が積層構造(6-6)

投影面に光学フィルムを貼り付けるもの(6-7)

ホログラム素子を使用(6-8)

―――――――――――――――――――――――――――――――

情報取得の特徴

構成要素の特徴

大分類 小分類
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

技術区分別－出願件数推移（小分類別）

・どの技術区分も概ね増加傾向である。

45 88 214 128 194 103 253 364 553 471 527 415 305

20 54 188 107 152 136 151 132 312 322 305 204 152

4 7 10 10 22 12 40 11

1 31 1 6 8 1 11 28 14 35 22 15

14 40 43 93 44 33 49 116 120 181 219 179 105

3 7 12 16 14 22 20 28 27 61 33

2 8 2 13 24 8 6

10 29 11 16 92 19 78 100 136 71 126 76 46

27 16 123 5 11 20 33 53 87 87 113 168 93

5 4 2 1 5 9 14 30 15 15 27 20

4 4 18 5 17 1 6

19 33 53 119 93 42 141 176 288 313 332 279 149

7 6 11 6 7 6 21 54 74 92 57 23

6 14 35 56 20 26 32 59 62 73 73 89 39

7 5 6

3 5 2 15 8 14 12

1 37 17 8 2 6 24 29 86 50 54 66 40

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

出願年（優先権主張年)

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

技
術
区
分

―――――――――――――――――――――――――――――――

輝度向上(1-1)

コントラスト比向上(1-2)

太陽光による迷光抑制(1-3)

太陽光以外の迷光抑制(1-4)

二重像対策(1-5)

―――――――――――――――――――――――――――

太陽光に対する耐熱・耐光(2-1)

乗り物の内外環境に対する耐熱・耐寒(2-2)

ディスプレイが発する熱への対策(2-3)

乗り物の振動に対する対策(2-4)

―――――――――――――――――――――――――――

光学系による像歪み補正(3-1)

画像データによる像歪み補正(3-2)

像の提示位置の調整(3-3)

像の距離の調整(3-4)

視認者の瞳の位置に合わせたアイボックスの位置調整(3-5)

アイボックスの拡張(3-6)

乗り物の振動・姿勢変化に対する像補正(3-7)

―――――――――――――――――――――――――――

立体視の技術を利用するもの (4)

―――――――――――――――――――――――――――――――

視認性向上

耐久性・熱・

振動対策

像の補正・

調整

大分類 小分類

92 135 259 179 264 228 352 447 600 719 835 831 564

23 35 36 101 139 141 161 179 236 303 338 397 217

14 29 24 69 46 122 118 88 198 238 275 291 165

27 37 138 88 69 119 121 129 220 275 275 379 187

1 21 15 81 24 95 27 72 83 107 125 121 125

8 30 24 68 22 21 43 82 135 152 147 167 110

2 3 11 29 9 20 22 51 82 65 147 174 71

2 9 5 2 59 8 18 24 48 49 88 127 48

15 49 22 68 101 29 61 72 131 136 215 273 136

7 45 13 77 97 27 31 83 99 209 252 336 243

8 28 36 98 149 125 107 100 251 254 340 428 218

21 45 55 106 144 138 138 179 277 313 344 416 237

1 9 6 22 13 24 28 37 78 106 105 58

1 2 2 1 82 12 36 44 32 62 121 90 78

1 3 1 6 6 8 30 46 59 46 100 103 62

3 37 82 84 127 108 155 207 319 396 384 274 273

114 175 341 229 357 306 463 691 986 946 1,111 1,194 761

6 39 32 66 96 95 141 119 251 264 231 338 192

28 5 3 8 4 8 13 23 15 22 72 28

6 29 12 8 31 39 42 127 81 85 86 72

20 31 138 16 116 45 61 73 165 155 180 160 62

13 40 147 73 138 62 78 145 193 180 238 210 76

15 69 50 32 159 69 116 130 176 192 206 231 210

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

出願年（優先権主張年)

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

技
術
区
分

―――――――――――――――――――――――――――――――

運転者(操縦者)の情報取得(5-1)

乗り物自体の情報取得(5-2)

乗り物内部環境の情報取得(5-3)

道路情報取得(5-4)

歩行者情報取得(5-5)

他車両情報取得(5-6)

外景情報取得(5-7)

乗り物内部の情報を取得するカメラ(5-8)

乗り物外部の情報を取得するカメラ(5-9)

ライダー(5-10)

レーダー(5-11)

GPS(GNSS)(5-12)

傾きセンサー(5-13)

温度・湿度センサー(5-14)

照度センサー(5-15)

―――――――――――――――――――――――――――――――
投影装置がレーザ走査型(6-1)

投影装置が液晶表示型(6-2)

投影装置が有機EL(6-3)

投影装置がLEDディスプレイ(6-4)

投影装置がマイクロミラーアレイ(6-5)

投影面が積層構造(6-6)

投影面に光学フィルムを貼り付けるもの(6-7)

ホログラム素子を使用(6-8)

―――――――――――――――――――――――――――――――

情報取得の特徴

構成要素の特徴

大分類 小分類

技術区分別の特許出願件数推移
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

【出願件数上位３者の特徴】

・日本精機(株)は、「構成要素の特徴 投影装置が液晶表示型（6-2）」等の出願件数が他の出願人に比較して多い。

・(株)デンソーは、「像の補正・調整 像の提示位置の調整（3-3）」等の出願件数が他の出願人に比較して多い。

・パナソニック(株)は、「視認性向上 太陽光による迷光抑制（1-3）」の出願件数が他の出願人に比較して多い。

指定出願人別―技術区分別の特許出願件数

160 260 141 263 129 106 47 59 62

21 59 63 231 58 70 45 22 83

16 4 48 3 2 4

25 4 13 10 7 3 7 15

11 16 5 14 1 91

11 9 3 20

4 22 28 19 61 19 9 71 46

129 64 35 16 42 9 1 9 15

43 13 8 15 14 4 9

2 2 3 3

1 2 3 3

140 226 98 107 92 69 25 95 8

23 29 32 44 13 6 12

13 39 24 6 42 6 22 20 2

7 10 11 1 3

45 39 32 15 1 24 1 14

技
術
区
分

ヴ
ァ
レ
オ
グ
ル
ー
プ(

フ
ラ
ン
ス)

株
式
会
社
J
V
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド

ロ
ー
ベ
ル
ト
ボ
ッ
シ
ュ(
ド
イ
ツ)

サ
ン
ー
ゴ
バ
ン
グ
ラ
ス
フ
ラ
ン
ス
（
フ
ラ
ン
ス
）

矢
崎
総
業
株
式
会
社

株
式
会
社
リ
コ
ー

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

日
本
精
機
株
式
会
社

――――――――――――――――――――――――――――――

輝度向上(1-1)

コントラスト比向上(1-2)

太陽光による迷光抑制(1-3)

太陽光以外の迷光抑制(1-4)

二重像対策(1-5)
―――――――――――――――――――――――――――

太陽光に対する耐熱・耐光(2-1)

乗り物の内外環境に対する耐熱・耐寒(2-2)

ディスプレイが発する熱への対策(2-3)

乗り物の振動に対する対策(2-4)

―――――――――――――――――――――――――――
光学系による像歪み補正(3-1)

画像データによる像歪み補正(3-2)

像の提示位置の調整(3-3)

像の距離の調整(3-4)

視認者の瞳の位置に合わせたアイボックスの位置調整(3-5)

アイボックスの拡張(3-6)

乗り物の振動・姿勢変化に対する像補正(3-7)

―――――――――――――――――――――――――――
立体視の技術を利用するもの(4)

―――――――――――――――――――――――――――

視認性向上

耐久性・熱・

振動対策

像の補正・調整

大分類 小分類

182 285 169 216 224 123 166 89 96

121 189 72 60 42 8 57 47 28

69 151 76 62 67 23 15 46 12

85 130 54 111 45 14 40 40 13

7 48 44 42 31 8 7 14

55 78 42 60 44 32 22 15 23

30 60 25 36 13 9 24 16 6

15 29 13 4 32 11 9 6

30 62 37 16 14 19 42 26 6

54 118 32 141 8 16 2 9

84 131 62 142 31 42 9 12

74 100 49 146 57 29 29 17

20 44 23 12 2 3

38 37 15 35 12 7 9 14

73 28 12 28 30 23

131 185 210 413 36 18 33 104 141

635 530 316 274 347 44 98 202 176

106 68 146 14 46 75 5

4 5

162 34 12 26 4 19 33 5

34 7 45 250 13 8 16

64 88 32 44 181 17 9 15

214 45 80 14 5 18 53 25 8

技
術
区
分

ヴ
ァ
レ
オ
グ
ル
ー
プ(

フ
ラ
ン
ス)

株
式
会
社
J
V
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド

ロ
ー
ベ
ル
ト
ボ
ッ
シ
ュ(

ド
イ
ツ)

サ
ン
ー
ゴ
バ
ン
グ
ラ
ス
フ
ラ
ン
ス
（
フ
ラ
ン
ス
）

矢
崎
総
業
株
式
会
社

株
式
会
社
リ
コ
ー

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

日
本
精
機
株
式
会
社

――――――――――――――――――――――――――――――

運転者(操縦者)の情報取得(5-1)

乗り物自体の情報取得(5-2)

乗り物内部環境の情報取得(5-3)

道路情報取得(5-4)

歩行者情報取得(5-5)

他車両情報取得(5-6)

外景情報取得(5-7)

乗り物内部の情報を取得するカメラ(5-8)

乗り物外部の情報を取得するカメラ(5-9)

ライダー(5-10)

レーダー(5-11)

GPS(GNSS)(5-12)

傾きセンサー(5-13)

温度・湿度センサー(5-14)

照度センサー(5-15)
―――――――――――――――――――――――――――――――

投影装置がレーザ走査型(6-1)

投影装置が液晶表示型(6-2)

投影装置が有機EL(6-3)

投影装置がLEDディスプレイ(6-4)

投影装置がマイクロミラーアレイ(6-5)

投影面が積層構造(6-6)

投影面に光学フィルムを貼り付けるもの(6-7)

ホログラム素子を使用(6-8)

―――――――――――――――――――――――――――――――

構成要素の特徴

情報取得の特徴

大分類 小分類

指定出願人の技術区分別特許出願件数
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

出願人別-出願先国・地域別の特許出願件数

指定出願人の出願先国・地域別特許出願件数

・各出願人は自国（自地域）への出願件数が一番多くなっているが、サン－ゴバングラスフランス（仏国）は、自国よりも欧州（独国、
仏国除く）、中国、米国、韓国、日本への出願件数が多い。

655 103 95 4 47 14

399 157 8 101 60 49

208 155 52 33 31 1

230 107 103 21 9 1 1 2

196 101 19 79 2 60

37 42 63 28 59 41 2 11 21

8 11 31 155 31 42 5

162 45 30 2 24 10

30 33 81 133 36 4

出願先国（地域）

A
S
E
A
N

露
国

台
湾

韓
国

中
国

仏
国

独
国

欧
州
（
独
仏
除
く
）

米
国

日
本

日本精機株式会社

株式会社デンソー

パナソニック株式会社

株式会社リコー

矢崎総業株式会社

サン−ゴバングラスフランス

（仏国）

ローベルトボッシュ（独国）

株式会社ＪＶＣケンウッド

ヴァレオグループ（仏国）

優先権主張

2006年-2018年
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ヘッドアップディスプレイ – 特許動向 -

出願人別の特許出願件数推移

指定出願人の特許出願件数推移

・各出願人とも概ね年々増加傾向にあるが、ローベルトボッシュ（独国）は横ばい傾向である。

13 23 23 35 22 31 67 82 123 125 153 138 83

22 14 17 24 32 35 48 98 111 98 124 87 64

16 12 9 27 2 2 29 92 78 78 78 57

13 7 23 16 80 82 118 36 99

11 5 12 5 23 20 30 54 100 34 34 78 51

10 9 12 29 29 32 39 13 37 58 20 16

13 32 16 16 28 30 37 29 31 24 16 11

1 6 56 32 28 25 30 56 39

2 45 31 48 38 76 52 25

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
出願年（優先権主張年)

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

日本精機株式会社

株式会社デンソー

パナソニック株式会社

株式会社リコー

矢崎総業株式会社

サン－ゴバングラスフランス

（仏国）

ローベルトボツシユ（独国）

株式会社ＪＶＣケンウッド

ヴァレオグループ（仏国）
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ヘッドアップディスプレイ – 論文動向 -

論文発表件数の推移

論文発表件数の推移

・論文発表件数の推移は、増減を繰り返しながら増加傾向にある。
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ヘッドアップディスプレイ – 論文動向 -

研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数、比率

研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数、比率

・研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数は、一番多いのが米国、次いで韓国、中国の順である。

米国

11

21.2%

韓国

8

15.4%

中国

5

9.6%

仏国

4

7.7%

独国

3

5.8%

欧州

4

7.7%

台湾

3

5.8%

日本

3

5.8%

ASEAN(シンガポール)

1

1.9%

その他

10

19.2%

論文発表年

2006～2019年

合計

52件
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ヘッドアップディスプレイ – 論文動向 -

技術区分別（小分類）の論文発表件数

技術区分別（小分類）の論文発表件数

・技術区分別（小分類）の論文発表件数は、「構成要素の特徴 ホログラム素子を使用（6-8）」が一番多く、次いで、「構成要素の特徴
投影装置がレーザ走査型（6-1）」である。
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